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放射線健康影響調査（尿中放射性物質サンプリング調査） 

結果データ等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 No.１ 

尿１リットル当たりの放射性物質量（放射性セシウム）

区 分
不検
出

尿１リットル当たり放射性セシウム量（Bq/ℓ）
計

1未満 2未満 3未満 4未満 5未満 6未満 7未満 7～

セシウム134 18 59 45 10 - - - - - 132

セシウム137 13 44 50 18 7 - - - - 132

134+137 13 7 48 31 18 5 8 2 - 132
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※ 検出限界は、いずれの検体
もそれぞれ核種ごとに1.0Bq/ℓ
未満であること。

調査対象者の属性

一関市

45.5%

奥州市

27.3%

平泉町

9.1%

金ヶ崎町

9.1%

宮古市

9.1%

市町村別構成割合
３歳, 2

４歳, 9

５歳, 11

６歳, 13

７歳, 10

８歳, 11

９歳, 11１０歳, 10

１１歳, 14

１２歳, 9

１３歳, 13

１４歳, 12

１５歳, 7

年齢別人数

区 分 3～8歳未満 8～13歳未満 13～15歳 計

一関市 21 25 14 60

奥州市 12 15 9 36

宮古市、金ヶ崎町、平泉町 12 15 9 36

計 45 55 32 132
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預託実効線量の状況（放射性セシウム）

区 分
預託実効線量（mSv）=生涯累積の内部被ばく線量

計
0.01未満 0.01～0.02未満 0.02～0.03未満 0.03～

人 数 81 45 6 - 132

比 率 61.4% 34.1% 4.5% 0% 100%

※ 預託実効線量（mSv）とは、
体内からの内部被ばく線量に
ついて、成人で50年間、子ども
で70歳までの生涯の累積線量
を表したもの。

１日当たりの尿中放射性物質量（放射性セシウム）

区 分
不検
出

尿１日当たり放射性セシウム量（Bq/日）
計

1未満 2未満 3未満 4未満 5未満 6未満 7未満 7～

134+137 13 20 48 33 15 3 - - - 132
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尿１リットル当たりの放射性物質量（放射性カリウム）

区 分

尿１リットル当たり放射性カリウム量（Bq/ℓ）

計
20未満

20～
40未満

40～
60未満

60～
80未満

80～
100未満

100～

カリウム40 3 30 57 35 5 - 130

※ 放射性カリウムは、原
発事故とは無関係に自然
放射性物質として食品等
を通じて摂取しているもの
で、平均的な食生活にお
ける１日の摂取量（成人）
について79～92ベクレル
という報告があること。
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